
「災害情報伝達手段の高度化事業」
～個別受信機等の情報伝達手段に係る実証事業～

事業テーマ 聴覚障害者等への確実な災害情報伝達

事業概要 聴覚障害者等の情報弱者向けに、災害発生時に効率的かつ確実に、災害情報を
伝達と状況を収集するために、伝達手段システムの強化をはかる。

屋外拡張子局防災ラジオ 広範囲屋外拡声器
など

防災アプリ 防災メール
など

現在の伝達方法

テレビを自動起動し、
避難を促す

聴覚障害者等
対象世帯

要配慮者等が
リモコンで反応

現在の伝達方法

安否情報・情報確認

避難支援へ

宇和島市

聴覚障害者等への確実な情報伝達により早期避難へ

テレビを通じて情報伝達から安否確認、避難支援を実施（双方向化）

電源を自動ONして、
画面で防災
情報をお知らせ

聴覚障害者等

緊急情報をテレビ画面で聴覚障害者等に伝達

音声だけではなく、画面でも伝達

平時の情報も配信で、利用を習慣化

日常は、行政情報など、生活に密
着した日常的な情報を配信

自治体からのお知らせ等

大津波警報！

直ちに高台に避
難して下さい。

○○支所から
のお知らせです。

J-ALERT等からの緊急情報
など

愛媛県宇和島市


